
■アンケート協力企業（ 社 順不同）
　【情報通信 電機 印刷】〈総合電機 重電〉日立
製作所 東芝 三菱電機 富士電機 明電舎 安川電
機 シンフォニアテクノロジー
　〈コンピューター 通信機器〉ＮＥＣ 富士通 日
本ＩＢＭ 日本ユニシス ＯＫＩ 日本ヒューレット
パッカード 日本無線 岩崎通信機
　〈家電 部品〉パナソニック ソニー ＪＶＣ ケ
ンウッド ホールディングス ＴＤＫ シャープ パ
イオニア アルプス電気 京セラ 村田製作所 ロー
ム 日本電産
　〈通信 印刷〉ＮＴＴ ＮＴＴドコモ ＫＤＤＩ
ソフトバンク 大日本印刷 凸版印刷
　【精密 計測 制御】〈計測 制御機器〉オムロ
ン 横河電機 島津製作所 アドバンテスト 堀場製
作所 山武 東京エレクトロン 日本電子
　〈精密機器 事務機〉富士フイルムホールディン
グス キヤノン コニカミノルタホールディングス
リコー カシオ計算機 ニコン シチズンホールディ
ングス オリンパス 富士ゼロックス ＨＯＹＡ セ
イコーエプソン セイコーインスツル ヤマハ
　【機械 造船 車両】〈産業機械 造船 車両〉三
菱重工業 川崎重工業 ＩＨＩ 日立造船 三井造船
住友重機械工業 荏原 クボタ コマツ 日立建機 コ
ベルコ建機 豊田自動織機 日本車両製造 月島機
械 日揮 東洋エンジニアリング 千代田化工建設
ダイキン工業 グローリー
　〈工作機械 その他機械〉アマダ 東芝機械 森精
機製作所 オークマ 牧野フライス製作所 日本精
工 ＮＴＮ ジェイテクト 不二越 ブラザー工業 Ｊ
ＵＫＩ
　【自動車関連】〈自動車 部品〉トヨタ自動車
日産自動車 ホンダ 三菱自動車 三菱ふそうトラッ
ク バス マツダ 富士重工業 スズキ ダイハツ工
業 いすゞ自動車 日野自動車 ヤマハ発動機 デン
ソー トピー工業 ニッパツ 曙ブレーキ工業 アイ
シン精機 豊田合成 日本特殊陶業
　〈タイヤ〉ブリヂストン 横浜ゴム 住友ゴム工
業 東洋ゴム工業
　【建設 建材】〈建設 住宅 不動産〉清水建設
鹿島 大成建設 大林組 竹中工務店 熊谷組 前田建
設 西松建設 戸田建設 五洋建設 大和ハウス工業
ミサワホーム 積水ハウス
　〈ガラス セメント 建材〉旭硝子 太平洋セメン
ト ＴＯＴＯ 住生活グループ ＹＫＫ　ＡＰ クリ
ナップ 三協 立山ホールディングス 不二サッシ
日本ガイシ 三和シヤッター工業 文化シヤッター
　【鉄 非鉄 電線】〈電線〉住友電気工業 古河電
気工業 日立電線 フジクラ 昭和電線ホールディン
グス
　〈鉄鋼 非鉄金属〉新日本製鉄 ＪＦＥホールデ
ィングス 住友金属工業 神戸製鋼所 日新製鋼 三
菱マテリアル 住友金属鉱山 三井金属 日立金属
大同特殊鋼 愛知製鋼 東洋製缶 リョービ
　【化学 繊維 紙パ】〈化学〉三菱ケミカルホー
ルディングス 旭化成 三井化学 昭和電工 ＤＩＣ
東ソー サカタインクス ＪＳＲ 日本ゼオン クレ
ハ 信越化学工業 日本ペイント トクヤマ 住友化
学 宇部興産 大陽日酸 エア ウォーター 積水化学
工業 日立化成工業 東京応化工業 三洋化成工業
カネカ
　〈化合繊 紡績 アパレル〉東レ クラレ 日清紡
ホールディングス 帝人 東洋紡 ユニチカ
　〈紙 パルプ〉王子製紙 日本製紙 三菱製紙
　【医薬 食品】〈医薬 トイレタリー〉武田薬品
工業 第一三共 アステラス製薬 エーザイ 塩野義
製薬 大正製薬 中外製薬 田辺三菱製薬 大日本住
友製薬 協和発酵キリン タカラバイオ 花王 ライ
オン 資生堂
　〈ビール 食品〉キリンホールディングス アサ
ヒビール サッポロホールディングス サントリー
ホールディングス 味の素 日清製粉グループ本社

ファルマ 日本ハム
　【エネルギー】〈石油〉ＪＸホールディングス
コスモ石油 出光興産
　〈電力 ガス〉北海道電力 東京電力 中部電力
北陸電力 関西電力 中国電力 四国電力 九州電力
東京ガス 大阪ガス 東邦ガス Ｊパワー

研
究
開
発
者
・
拠
点

国
の
科
学
技
術
政
策産業競争力の強化を迅速な環境整備が必要

先端分野の人材確保半数が「海外拠点あり」

国の科学技術政策についての主な意見

・産業界で担うことが難しい基礎研究は国が役
割を果たすべき

・産業政策と整合した科学技術政策の推進

・優秀な学生が国内に残る、また海外から優秀
な人材が日本に来る予算補助や環境整備を

・国家政策として材料系の基盤技術を強化しな
ければ日本のモノづくりは衰退する

・ぶれない科学技術政策を明確につくるべき

・市場創造や市場展開という出口戦略を強化
し、基礎から応用までの一貫した科学技術政
策を

・企業の技術力強化を後押しするための研究開
発促進税の拡充と規制改革

・国際競争戦略は長期ビジョンで政策予算を考
えるべき

「
増
や
す
」
２
年
連
続

　
研
究
開
発
者
に
つ
い
て
の
設

問
で
は
回
答
し
た
２
０
８
社
の

う
ち

・
１
％

前
回
比
４
・

１

増

が
「
向
こ
う
数
年
で

研
究
開
発
人
員
を
増
や
す
」
と

し
、
２
年
連
続
で
増
加
し
た
。

「
横
ば
い
」
と
合
わ
せ
る
と

・
１
％
で
、
先
端
研
究
や
新
規

分
野
の
事
業
化
の
加
速
に
向
け

て
人
材
確
保
を
進
め
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。
「
減
ら
す
」
と
答

え
た
の
は
１
・
４
％

同
１
・

４

減

で
、

年
以
来
最
低

だ
っ
た
。
各
社
の
選
択
と
集
中

が
一
段
落
し
た
の
に
加
え
、
競

争
力
強
化
の
た
め
に
Ｒ
＆
Ｄ
の

重
要
度
が
増
し
て
い
る
と
言
え

そ
う
だ
。

　
「
増
や
す
」
と
答
え
た
割
合

が
大
き
い
順
で
は
、
「
工
作
機

械
・
そ
の
他
機
械
」
「
総
合
電

機
・
重
電
」
に
「
産
業
機
械
・

造
船
・
車
両
」
が
続
く
。
グ
ロ

ー
バ
ル
市
場
に
対
応
し
う
る
技

術
力
の
向
上
や
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
点

に
据
え
る
業
種
で
Ｒ
＆
Ｄ
を
強

化
し
て
い
る
印
象
だ
。

現
地
ニ
ー
ズ
反
映

　
海
外
の
研
究
開
発
拠
点
に
関

し
て
は
「
１
カ
所
あ
る
」
が
９

・
０
％
、
「
複
数
カ
所
あ
る
」

が

・
４
％
、
「
拠
点
が
な
く

設
置
の
予
定
も
な
い
／
未
定
」

が

・
４
％
。
企
業
ご
と
の
戦

略
の
違
い
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
海
外
拠
点
を
持
つ
理
由
は

「
地
域
に
密
着
し
た
商
品
開
発

の
強
化
」

オ
ム
ロ
ン
、
シ
ャ

ー
プ
ほ
か

、
「
費
用
、
人

材
、
現
地
ニ
ー
ズ
の
商
品
へ
の

反
映
」

ア
マ
ダ

、
「
現
地

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
を
い
ち

早
く
開
発
で
き
る
」

デ
ン
ソ

ー

な
ど
現
地
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
が
最
も
多
い
。
ま
た
「
優
秀

な
研
究
者
の
確
保
」

Ｎ
Ｅ

Ｃ
、
ソ
ニ
ー
、
日
産
自
動
車
ほ

か

、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

確
保
」

富
士
通
、
日
立
化
成

工
業
ほ
か

な
ど
、
世
界
中
か

ら
人
材
を
集
め
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
す
る
と
い
う
狙
い
が
う

か
が
え
る
。

先
端
技
術
の
獲
得

　
ほ
か
に
「
先
端
技
術
の
獲

得
」

東
芝

、
「
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
」

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

な
ど
競
争

力
を
高
め
る
狙
い
や
、
「
現
地

の
規
制
に
対
応
で
き
る
」

資

生
堂

、
「
時
差
を
利
用
す
れ

ば

時
間
体
制
で
開
発
で
き

る
」

森
精
機
製
作
所

と
い

っ
た
理
由
も
見
ら
れ
た
。

　
海
外
拠
点
が
多
い
主
な
業
種

は
「
家
電
・
部
品

精
密
機
器

・
事
務
機

計
測
・
制
御
機

器

自
動
車
・
部
品
」
な
ど
。

医
薬
・
ト
イ
レ
タ
リ
ー
」
は

「
現
地
規
制
当
局
と
の
密
接
な

連
携
構
築
」

武
田
薬
品
工

業
、「
国
内
で
は
制
約
が
あ
る

研
究
の
実
施

中
外
製
薬

や
、
国
境
を
越
え
た
Ｍ
＆
Ａ

買
収
・
合
併

な
ど
特
有
の

理
由
か
ら
、
回
答
し
た

社
全

て
が
海
外
に
拠
点
を
持
つ
。
一

方
、
産
業
機
械
・
造
船
・
車

両

建
設
・
住
宅
・
不
動
産

鉄
鋼
・
非
鉄
金
属

石
油

電
力
・
ガ
ス
」
は
海
外
拠
点

が
少
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

長
期
的
戦
略

　
科
学
技
術
立
国
・
日
本
が
こ

れ
か
ら
も
発
展
を
続
け
る
に
は

国
の
科
学
技
術
政
策
の
強
化
は

不
可
欠
だ
。
国
の
科
学
技
術
政

策
に
つ
い
て
、
企
業
に
意
見
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
２
１
６
社

中
、
意
見
や
要
望
を
回
答
し
た

の
は

社
。
前
回
調
査
は
民
主

党
政
権
発
足
後
、
初
の
ア
ン
ケ

ー
ト
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
新
政

権
に
望
む
回
答
が
多
数
を
占
め

た
の
に
対
し
、
今
回
は
長
期
的

に
か
つ
戦
略
的
な
科
学
技
術
政

策
の
実
行
を
求
め
る
意
見
が
多

か
っ
た
。

法
整
備
求
め
る

　
昨
今
の
円
高
や
長
引
く
景
気

低
迷
を
背
景
に
生
き
残
り
を
賭

け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
競
争
が
激

し
さ
を
増
す
な
か
「
わ
が
国
の

産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
と
い

う
視
点
を
も
っ
と
強
く
打
ち
出

し
て
ほ
し
い
」

住
友
金
属
工

業

な
ど
、
回
答
を
寄
せ
た
過

半
数
が
国
際
競
争
力
強
化
へ
の

国
の
支
援
を
求
め
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
国
際
戦
略
に
つ

い
て
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

法
整
備
を
急
ぐ
必
要
性
を
指

摘
。
「
技
術
系
企
業
の
海
外
進

出
を
支
援
す
る
た
め
、
契
約
・

保
険
制
度
な
ど
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

ー
の
整
備
を
」

鹿
島

、

「
国
外
へ
の
情
報
流
出
対
策
、

事
業
化
の
段
階
で
海
外
企
業
に

利
益
を
持
っ
て
い
か
れ
な
い
仕

組
み
づ
く
り
」

旭
硝
子

と

い
っ
た
意
見
で
、
国
際
化
に
向

け
た
法
制
度
の
確
立
や
競
争
力

強
化
へ
の
迅
速
な
環
境
整
備
を

望
ん
で
い
る
。

基
礎
研
究
重
視
も

　
相
変
わ
ら
ず
多
い
の
が
基
礎

研
究
重
視
の
意
見
。
「
企
業
に

で
き
な
い
長
期
的
な
基
礎
研
究

に
注
力
を
」

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク

ス

、
「
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
い
た
基
礎
的
技
術
の
育
成
」

ア
マ
ダ

と
い
っ
た
内
容
を

要
望
。
と
く
に
資
源
の
乏
し
い

日
本
の
強
み
は
、
モ
ノ
づ
く
り

産
業
の
発
展
が
欠
か
せ
ず
「
材

料
系
基
盤
技
術
に
も
っ
と
力
を

入
れ
な
い
と
、
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
は
衰
退
す
る
」

積
水
化

学
工
業

と
、
日
本
の
お
家
芸

の
材
料
の
基
盤
研
究
強
化
を

挙
げ
る
声
も
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
再

検
討
さ
れ
て
い
る
５
カ
年
の

「
第
４
期
科
学
技
術
基
本
計

画
」
に
対
し
て
も
期
待
が
か
か

る
。
同
計
画
は
７
月
中
に
も
再

検
討
結
果
が
ま
と
ま
り
答
申
さ

れ
る
が
、
「
事
業
仕
分
け
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
短
期
的
な
成
果

一
辺
倒
の
評
価
で
は
な
く
、
戦

略
的
な
中
期
科
学
技
術
政
策
が

必
要
」

三
菱
電
機

、
「
長

期
的
な
視
点
に
立
ち
、
世
界
を

リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
な
科
学
技

術
政
策
を
」

Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

と
、
目
先
よ
り
中
・
長
期
を
見

据
え
、
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
科

学
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
る
企

業
が
目
立
っ
た
。

難
疾
患
領
域
の
創
薬
に
挑
戦

大川滋紀氏武田薬品工業取締役研究開発統括職

　
―
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な
ど

４
分
野
を
重
点
領
域
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
は
。

　
「

患
者
が
求
め
る
薬
を
作

る

こ
と
を
目
的
に
、
難
し
い

領
域
で
も
創
薬
に
挑
戦
す
る
。

ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
研
究
開
発
投

資
は
惜
し
ま
な
い
が
、
技
術
な

ど
当
社
に
何
か
し
ら
の
強
み
が

な
い
領
域
で
は
外
部
資
源
の
活

用
も
あ
る
。
例
え
ば
生
活
習
慣

病
は
優
れ
た
製
品
が
あ
り
、
ノ

ウ
ハ
ウ
や
医
師
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
充
実
し
て
お
り
、
重
点

領
域
に
ふ
さ
わ
し
い
。
半
面
、

が
ん
領
域
は
患
者
か
ら
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
が
、
本
格
的
な
製
品

が
そ
ろ
わ
な
い
。
そ
の
た
め
、

経
験
や
人
材
な
ど
を
Ｍ
＆
Ａ

合
併
・
買
収

な
ど
で
調
達

し
た
」

　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
研
究
開

発
体
制
の
整
備
は
。

　
「
成
長
市
場
で
あ
る
新
興

国
、
と
く
に
中
国
、
韓
国
、
タ

イ
で
は
、
開
発
を
積
極
化
す

る
。
医
薬
品
開
発
受
託
機
関

Ｃ
Ｒ
Ｏ

を
活
用
し
て
治
験

を
進
め
る
。
日
米
欧
同
時
に
臨

床
試
験
に
入
る
よ
う
に
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
た
が
、
地
域
ご
と

に
違
う
規
制
へ
の
対
応
に
、
中

国
で
は
承
認
を
得
る
た
め
に
必

要
な
知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ

や
、
フ
ァ
ー
マ
コ
ビ
ジ
ラ
ン
ス

医
薬
品
安
全
性
監
視

の
担

当
者
を
現
地
に
置
き
た
い
」

　
「
創
薬
で
は
、
市
場
性
の
把

握
や
保
険
の
適
用
に
必
要
な
要

件
な
ど
の
情
報
を
研
究
段
階
か

ら
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
臨
床
第
２
相
試
験
後
の
段

階
で
、
開
発
費
が
か
か
る
第
３

相
以
降
に
進
め
る
べ
き
か
ど
う

か
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
担
当
者
な

ど
も
交
え
て
判
断
し
て
い
る
」

　
―
製
薬
企
業
で
も
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
新
設
し
た
湘
南
研
究
所

神
奈
川
県
藤
沢
市
を
活
用
し

た
い
。
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
持

つ
研
究
者
を
呼
び
、
一
緒
に
創

薬
へ
結
び
つ
け
る
。
化
合
物
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
や
動
物
実
験
の
設

備
な
ど
を
使
っ
て
も
ら
い
、
例

え
ば
遺
伝
子
状
態
の
変
化
か
ら

が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
見
た

り
、
再
生
医
療
の
技
術
を
利
用

し
た
創
薬
な
ど
に
挑
戦
し
た

い
。併
せ
て
、病
理
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
研
究

で
は
産
学
官
の
連
携
を
深
め
る

こ
と
が
課
題
だ
」
石
橋
弘
彰

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
最
優
先

須藤亮氏東芝執行役専務

　
―
中
期
経
営
計
画
で
の
研
究

開
発
の
方
針
を
教
え
て
下
さ

い
。

　
「
全
社
の
事
業
構
造
転
換
に

向
け
て
六
つ
の
柱
を
決
め
て
い

る
。
こ
れ
に
沿
っ
た
内
容
に
全

体
の
４
分
の
３
を
振
り
向
け

る
。
金
額
面
で
は
３
年
間
で
１

兆
１
０
０
０
億
円
を
投
じ
る
。

毎
年
の
売
り
上
げ
増
加
に
合
わ

せ
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
く
」

　
「
重
点
を
置
く
の
は
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力

網

を
基
盤
と
し
た
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
分
野
だ
。

こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、

電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

や
鉄

道
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

医
療
機
器

関
連

、
家
庭
の
機
器
も
要
素

の
一
つ
に
な
る
。
通
信
と
電
力

制
御
を
融
合
し
た
高
度
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
も
わ
れ

わ
れ
が
取
り
組
む
課
題
だ
」

　
―
大
震
災
で
何
か
方
針
が
変

わ
り
ま
し
た
か
。

　
「
震
災
以
前
か
ら
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
重
視
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
被
災

地
の
復
興
は
今
あ
る
技
術
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
適
し
た
グ
リ
ッ
ド
な
ど
は
開

発
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
方
向

は
変
わ
ら
な
い
が
、
ス
ピ
ー
ド

を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ

か
ら
投
資
の
順
番
を
少
し
入
れ

替
え
た
」

　
―
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
関
連
以
外
の
開
発
投
資
の
方

向
は
。

　
「
半
導
体
関
連
を
別
に
し

て
、

％
程
度
は
基
礎
研
究
に

使
う
。
少
し
だ
け
だ
が
、

と

ん
だ
技
術

に
も
力
を
入
れ
た

い
。
社
内
で

世
界
初
技
術

と
呼
ぶ
分
野
で
、
こ
の
中
か
ら

最
近
は
、
裸
眼
の
３
次
元
テ
レ

ビ
な
ど
が
生
ま
れ
て
い
る
」

　
―
政
府
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ

で
技
術
戦
略

委
員
長
を
し
て
お
り
、
提
言
を

ま
と
め
た
。
そ
の
中
で
は

出

口

を
見
据
え
る
重
要
性
を
訴

え
て
い
る
。
基
礎
研
究
で
あ
っ

て
も
、
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
展
開
を
想
定
し
た
研
究
が
必

要
だ
。
国
に
は
そ
う
し
た
分
野

に
優
先
的
に
予
算
を
つ
け
て
頂

き
た
い
。
政
府
の
意
識
も
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
る
」

編
集
委
員
・
加
藤
正
史

業
界
を
超
え
た
協
業
が
カ
ギ

久世和資氏日本ＩＢＭ執行役員開発製造担当

　
―
研
究
開
発
拠
点
を
神
奈
川

県
大
和
市
か
ら
東
京
・
豊
洲
に

移
し
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
東
京
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
東
京
ラ
ボ
は
社
会
に
密
着

し
た
新
し
い
研
究
所
と
し
て
立

ち
上
げ
た
。
基
礎
研
究
所
は
世

界
に
九
つ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
位
置
づ
け
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
グ
ル
ー

プ
で
も
初
め
て
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
ス
マ
ー
タ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト

賢
い
地
球

、
共
同
開
発
、

新
興
国
の
三
つ
。
ス
マ
ー
タ
ー

プ
ラ
ネ
ッ
ト
で
は
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
枯
渇
や
医

療
、
交
通
渋
滞
な
ど
地
球
規
模

の
課
題
を
解
決
す
る
」

　
「
二
つ
目
の
共
同
開
発
は
業

界
を
超
え
た
協
業
が
カ
ギ
。
日

本
企
業
が
持
つ
独
自
技
術
と
連

携
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
単
独
で
は
完
結

で
き
な
い
課
題
に
挑
む
。さ
ら

に
、当
社
も
日
本
企
業
に
と
っ

て
も
新
興
国
は
有
望
な
市
場
。

一
緒
に
攻
め
て
い
き
た
い

　
―
日
本
政
府
が
進
め
る
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
ね
。
狙
い
は
。

　
「
北
九
州
市
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
員
と
し
て
協
力
し
て
い

る
。
単
な
る
Ｉ
Ｔ
活
用
で
は
な

く
、社
会
的
課
題
を
見
据
え
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
解
く
こ
と

が
重
要
だ
。
そ
の
上
で
日
本
企

業
が
持
つ
強
み
と
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の

技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
」

　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
か
ら
見
た
日

本
の
研
究
者
の
実
力
は
。

　
「
日
本
の
研
究
者
は
品
質
や

モ
ノ
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
が

高
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
優
れ

て
い
る
。
し
か
し
欧
米
や
中

国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国
に

比
べ
る
と
、
ア
ピ
ー
ル
力
が
弱

い
。
日
本
の
技
術
者
は
モ
ノ
を

作
っ
て
動
か
し
、
実
証
し
て
か

ら
で
な
い
と
発
言
し
な
い
が
、

研
究
予
算
の
配
分
な
ど
で

時
す
で
に
遅
し
、
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
る
」

　
―
震
災
後
に
新
た
に
取
り
組

ん
だ
テ
ー
マ
は
。

　
「
例
え
ば
風
評
分
析
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス

Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど

で
飛
び
交
う
世
界
中
の
人
々
の

声
を
解
析
し
て
い
る
。
風
評
被

害
の
根
源
が
誰
の
発
言
な
の
か

を
突
き
止
め
た
り
、
自
然
言
語

解
析
や
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

探
索

技
術
を
使
っ
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
身
を
分
析
し
た
り

し
て
い
る
。
分
析
で
は
研
究
者

の
力
が
決
め
手
と
な
る
」

編
集
委
員
・
斎
藤
実

牧村実氏川崎重工業常務執行役員技術開発本部長
水
素
関
連
プ
ロ
３
０
年
商
用
化

　
―
東
日
本
大
震
災
な
ど
を
受

け
て
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
機
器
の
研
究
開
発
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
「
短
期
的
に
は
、
需
要
増
が

見
込
め
る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
や
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
開
発
を
強

化
す
る
。
中
長
期
で
は
２
０
３

０
年
の
商
用
化
を
目
指
す
水
素

関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
水

素

の
中
核
技
術
開
発
を

年

か
ら
進
め
て
い
る
。
水
素
は
自

動
車
用
燃
料
電
池
な
ど
へ
の
活

用
が
叫
ば
れ
、
発
電
は
遠
い
先

の
話
と
考
え
て
い
た
。
今
後
は

発
電
を
強
く
意
識
す
る
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

　
―
な
ぜ
水
素
で
す
か
。

　
「
水
素
は
大
量
に
あ
っ
て
未

利
用
の
低
品
位
炭
か
ら
安
い
コ

ス
ト
で
取
り
出
せ
、
し
か
も
Ｃ

Ｏ
２
は
分
離
し
て
濃
縮
・
貯
留

で
き
る
。
資
源
国
の
水
素
製
造

か
ら
消
費
国
へ
の
輸
送
・
貯
蔵

・
利
用
の
チ
ェ
ー
ン
構
築
に

は
、
当
社
の
要
素
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
が
生
か
せ
る
。
液
体
燃
料

ロ
ケ
ッ
ト

Ｈ
２
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト

の
水
素
タ
ン
ク
、
液
化
天

然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

運
搬
船
な

ど
を
手
が
け
て
い
る
。
た
だ
１

社
で
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
で

き
る
は
ず
は
な
く
、
技
術
開
発

を
進
め
つ
つ
国
際
間
の
官
民
連

携
を
幅
広
く
提
案
し
た
い
」

　
―
新
型
鉄
道
車
両
や
航
空
機

向
け
材
料
な
ど
も
開
発
し
ま
す

が
、
資
源
配
分
は
。

　
「
技
術
開
発
本
部
の
ス
タ
ッ

フ
は
現
在
の
約
４
７
０
人
を

年
３
月
期
に
は
約
４
９
０
人

に
、

年
３
月
期
に
は
７
０
０

人
体
制
に
引
き
上
げ
る
。

年

３
月
期
の
研
究
開
発
費
は
前
年

度
比

％
増
の
４
３
０
億
円
。

中
期
的
に
は
、
年
間
６
０
０
億

円
規
模
に
増
や
す
。
新
興
国
で

は
社
会
イ
ン
フ
ラ
需
要
が
目
覚

ま
し
く
、
再
び
重
厚
長
大
企
業

の
時
代
が
来
る
と
思
う
」

　
―
産
学
連
携
の
活
動
は
。

　
「
独
ア
ー
ヘ
ン
工
科
大
学
と

は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な

ど
の
分
野
で
、
骨
太
で
息
の
長

い
連
携
を
行
っ
て
い
る
。
同
大

は
実
験
設
備
も
大
が
か
り
で

欧
州
の
窓
と
し
て
の
存
在
は

貴
重
。
国
内
で
は

―

件
の

共
同
研
究
を
進
め
る
。
シ
ー
ズ

あ
り
き
で
は
な
く
、
標
的
を
絞

っ
た
開
発
を
進
め
た
い
。
社
内

で
は

全
体
最
適

に
向
け
、

チ
ー
ム
で
響
き
合
う
こ
と
が
重

要
だ
」

編
集
委
員
・
山
中
久
仁
昭

主
要
企
業
４
社
の
研
究
開
発
ト
ッ
プ
に
聞
く

メリハリきいたビジョンを

　　 ２０１１年 平成２３年 ７月２０日 水曜日 　　 （ ）


